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【標的疾患】 

パーキンソン病 （神経変性疾患） 
 

【創薬標的】 
α-synuclein（α-syn） 
 

【創薬コンセプト】 
パーキンソン病患者脳では、α-syn の構造において特定の立体構造をとらない天然変

性領域（130-140 残基）が FABP3 と複合体を形成することにより、神経細胞へのα-
syn の取込み及び沈着が起こる。PI が独自の合理的設計法により見出した当該天然変

性領域に強く結合するペプチドが、α-syn の神経細胞への取込み及び凝集体の沈着を

抑制することにより、パーキンソン病の発症を予防する又は進行を抑制する。 
 

【モダリティの設定】 
ペプチド 
 

【創薬コンセプトの妥当性を支持するエビデンス】 
以下のことが PI らにより明らかにされている。 
1) 近年、PI らは、特定の立体構造をとらない天然変性領域に柔軟に結合する「ペプチ

ド」と、タンパク質の立体構造を安定化する「アミノ酸ペアの結合力」に着目し、天

然変性領域に強く結合するペプチドの合理的設計法を開発した（Kamagata et al., 
Scientific Reports, 9, 8584, 2019）。 

2)最近では、上記ペプチドの合理的設計法の改良版を開発した（Kamagata et al., 
Scientific Reports, 12, 13718, 2022）。 

 
【支援ステージにおける目標】 

・設計されたペプチドの改変と条件に合致する候補ペプチドの絞込み 



・絞り込まれた改変ペプチドの合成 
・改変ペプチドの in vitro 評価 
 

【関連特許】 
なし 
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